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I Fa-10 思春 期女子 の骨 量に 関連 する因子 の検 討

一食生活､体格､月経状況についてｰ

( 日本女大 食物) ○塚原典子　 小板谷典子　 佐藤和人　 江渾郁子

【目的】2  1 世紀の健康づくりの目標は､健康寿命の伸展である。そのためには、骨mm 症

の予防は極めて重要であり、骨の健康づくりに最も重要な時期である思春期にいかに丈夫

な骨づくりに励むかが急務かつ重要な課題である。そこで、本研究では､思春期女子を対象

とし、骨量に対する食生活､体格および月経状況等の影響について検討した。【対象･方法】

健常な思春期女子484 名(中1:125名､ 中2;109名､中3:134 名、高1;116 名)に対し、骨量測定

(第二中手骨;DIP 法)、体格･健康状態･食生活状況調査等を実施し、骨量との関連性を検討

した。【結果】体格において身長は､どの学年も全国平均値に比し高値を示し、中1･2は有

意な高値を示した。一方、体重はどの学年も全国平均値に比し低値を示し、中1以外の学年
はいずれも有意な低値であった。骨量は､学年の上昇に伴い高値を示したものの､同年齢基

準値との比較では、中1･2は高値を示したのに対し､中3･高1は有意な低値を示した。栄､養状

態は､どの学年もｴﾈﾙ ｷﾞｰ､蛋白質、ｶﾙｼｳﾑ､鉄に不足がみられた。さらに､対象者を月経状態別

(順調群･不順群･未発来群)に検討した結果､全学年でみると順調群338名、不順群110名､未
発来群36名であった。体格(身長･体重･BMI等)は、どの学年も順調･不順･未発来群の順に低

値を示し、その傾向は体重において顕著であった。また、骨量においても体格と同様､順調･

不順･未発来群の順に低値を示し、未発来群は､どの学年も同年齢基準値と比べ低値を示し
た。以上より、思春期女子の骨の健康づくりにおいて、適正な体格の確保の重要性が示唆さ

れ、充分量のｶﾙｼｳﾑ に加え､適正なｴﾈﾙ ｷﾞｰ、蛋白質､鉄の摂取等､栄養バランスのとれた食生

活の大切さなど生活習慣改善のための健康教育の積極的な推進が急務であると思われる。
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低タンパク質食への制限アミノ酸補足による血清コレステロール濃度の変動

○山田　幸二、 水野　時子

(郡山女子短大)

〔目的〕血漿コレステロール濃度の応答は、摂取タンパク質の種類や含量の違いによって異なること

が知られている。一般に動物性タンパク質に比べ植物性タンパク質の血漿コレステロール濃度の上昇

抑制効果力伺iﾐい。したがって、タンパク質の栄養価も血漿コレステロール濃度の変動要因のーつとも

考えられる。本研究は、タンパク質の栄養価を反映する低タンパク質食の条件で制限アミノ酸の血清

コレステロール濃度への影響を検討した。

〔方法〕実験動物は体重約100  gのDonryu 系雄ラットを用いた。実験Ｉは、コレステロール(ChoD

を含む白米粉を白米群、それに第１制限アミノ酸であるリジン(Lys)を補足したLys 群、訪s とスレ

オニン(Thr)を補足したI#s ' Thr 群、実験nf 士Chol を含む8 ％分離ダイスタンパク質(SPI)をSPI

群、それに第１制限アミノ酸であるメチオニン(Met)を補足したMet 群、Met とThr を補足したMet･

Thr 群を設けた。飼育は飼料と水を自由に摂取させ４週間行なった。飼育試験終了後、血清の遊離ア

ミノ酸と脂質成分(トリグリセリド、総コレステロール、HDL- コレステロールO を測定した。

〔結果〕成長は、白米群に比べ 彷s 群、Lys 群に比べLys  ･ Thr 群、SPI 群に比べMet 群、Met 群

に比べMet  ･ Thx 群でそれぞれ良好であった。白米群に比べ 訪s 群ヽSPI 群に比べMet 群でそれぞ

れ血清遊離必須アミノ酸総量は低値であった。このような差異は大部分Thr の差に起因した。血清

コレステロール濃度は、白米群に比べ 訪s 群、SPI 群に比べMet 群で低値であったが、Lys 群に比

べLys ・Thr 群、Met 群に比べMet  ･ Thr 群で高値であった。以上の結果、'白米食、SPI 食とも第１

制限アミノ酸補足で成長は改善され、血清コレステロール濃度は上昇が抑制された。しかし、第２制

限アミノ酸であるスレオニンの補足によって血清コレステロール濃度は上昇した。
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